
予算が少なくて祭り

が継続できない問題

踏切や道幅が狭く

て、祭りが危ない問

題

防災の設備問題

（スピーカー、道路、

鉄道）

避難所問題
交流拠点が少ない

問題

遊べる場所がない問

題
地区割り問題

人にやさしい町にした

い！問題
ネコ・カラス問題

近鉄・地下鉄にした

い問題
踏切問題

開発が遅れている道

路問題

行

政

が

取

り

組

む

こ

と

・都市計画の予算か

ら予算を出して欲しい

・行政のHPに掲載し

てほしい

地下化 ・スペースが狭い

・スピーカーが聞こえな

い

・奈良子どもサポート

ネットを活用

・防災板を作る

・避難経路の作成

・ふれあい会館を避難

所にする

・奈良ファミリーを避難

所にする

・図書館、美術館を

つくる

・小規模の施設をつく

る(管理をどうするか等

の問題はさらに出てく

るが…）

・猫駆除

・空き家の土地を確

保

・補助金を出して欲し

い

・土地がない

・対策として税金をあ

つめているが、お金が

ないという新たな問題

が発生

・お金をつくるために土

地を売っているため、

悪循環

・広い公園はふれあい

会館横の公園のみ

・校区割りだけではな

く、地域割りが出来な

いか

・１地区１小学校区

にしてほしい

・校区と地区のズレを

把握してほしい

・幼、小、中で総合学

習を取り入れて欲しい

・ゴミの回収をはやくし

てほしい

・カラスがうるさい

・地下化

・近鉄に戻してほしい

・策定委員がすでにあ

る

・市長がOKを出さな

い

・踏切が多いので、事

故で地区全体に遅れ

が出る

・地下道にスロープを

つけて欲しい

・踏切がなかなか開か

ない。踏切が多い。障

がい者にとって危険。

災害時に踏切がしま

る

・線路の地下や上に

通路を

・こどもが多く危険

・車で通りづらい

・道路幅が狭い

地

域

と

行

政

が

協

働

し

て

取

り

組

む

こ

と

・ギャルみこし（大学

生に協力を呼びかけ

る）

・ババみこし

・スピーカーが聞こえな

い

・備蓄品の準備

・避難所の案内をわ

かりやすくする

・避難所のアナウンス

・空き家を使って施設

作り

・空き家コンシェルジュ

(空き家バンク）

・遊び場がどんどん少

なくなってきている

・不審者が出る

・ボール遊びがしたい

子は野球部かサッカー

部に入るしかない

・共通した問題は他の

連合会と連携する

・他地区連合と連合

調整していく

・認知症サポーターの

養成講座の開催

・銀行などの企業はす

でに取り組んでいるた

め、遅れをとっている

・ゴミのネットをカゴに

変える

・地域の人がお金を

出さないと近鉄にしな

い！ならない！

・町が分断される

・西大寺の開発事業

が今進んでいる。今が

チャンス

・自己責任で渡るよう

気をつける

・職員が行政に伝える

・小学校までの距離

が遠い

個

人

・

団

体

・

地

域

が

取

り

組

む

こ

と

・企業からの助成金を

得る

・ボランティア

・掲示板の活用

・防災情報の個人

ツールを持たせる

・交通整備

・避難場所の確保

・地区の企業との関わ

りを深める

・奈良ファミリー、銀

行、吉田業員などの

会議室、スペースを貸

してもらう（私的なも

のなので、施設を一

般に貸し出してくれな

いだろうけど…）

・施設管理の人との

信頼関係

・学校の空き教室を

使う

・挨拶をちゃんとする

・西大寺公民館を使

う（階段がツラいけ

ど）

・こがねの里スペースを

利用

・団体名、グループが

無いと体育館が借りら

れない

・住民は校区単位で

関わりを持つようにし

ている

・福祉団体同士の交

流

・隣人を見守る

・精神病患者に対す

る理解

・石を投げる子どもが

いる問題を解消

地域コミュニティワークショップ　意見一覧（西大寺北地区、第２回）

まずは祭り、地域での催事を盛り立て

ていく 
祭り、地域の催事を通して「万が一」の

訓練に活用する 

徐々に地域間の関係が育まれたら、恒常的な交流を活性

化していく 

これらの取組みを通し、民間・公共・住民・商業者など立場の異なる者同士の対話や交流を育んでいく 
時期を問わず改善していく暮らしの

こと 

コミュニティも活性化し、地域との関係も豊かになり、市外か

らの評価も高くなることで、大きな投資を動かし、インフラ整

備につなげていく 


